[image: image1.jpg]


[image: image2.png]



[image: image3.png]


　　重職者の手紙　週刊誌　vol.20

幸せを探しているあなたへ
救われれば

どのように変わるのでしょうか

人生を変える２つの質問　ある日、トレイ(R.A.Torrey)牧師が、旅行中に友人の家に立ち寄りました。久しぶりに会った友人は、トレイ博士に、家族礼拝を導いてほしいとお願いしました。しかし、1人が来なかったのですが、友人がこっそりと言ったのは、彼女は家政婦であり、礼拝はささげないということでした。帰る時に、トレイ牧師は、その女の人に「あなたに贈り物を一つあげましょう。今夜から1分だけ『私はだれか』という質問をしてみて下さい。」その日の夜、眠ろうとしたら、家政婦の脳裏に、昼間に会った人の話がしきりに浮かんできたのです。それで「私はだれですか」と、自ら質問し続けたところ、質問するほど、こういう答えが出てきました。「私は夫もいず、子どももいなくて、お金もなくて、離婚した女で、家政婦だ」次の日、トレイ牧師は友人の家にまた立ち寄りました。一晩中、泣いていたのか、彼女の目は真っ赤にはれていました。「あなたに、贈り物をもう一つあげましょう。今夜から2分だけ祈ってください。1分は、自分はだれなのかと質問して、その次は、神様はどんな方なのか質問してみてください」その日の夜からひざまずいて、この2つの質問をするようになった彼女の心の中には、驚くべき変化が起きました。今、あなたもこの質問を投げてみたら、あなたの真の姿を知るようになるでしょう。

あなたのための神様の完ぺきな準備　神様は、ご自分の民を救うために、ご自身が肉体を着て、人間として来られ、十字架で血を流して死に、三日後に復活され、昇天して、今でも聖霊で信徒の中にともにおられて、導いてくださっています。この事実を信じる者は、救われて、神様の子どもになります。それは、神様の無条件の愛であり、恵みで与えられた贈り物なのです。宗教を持ったり、熱心にしたり、信念と哲学を堅くしたり、経典を覚えて呪文を覚えることで救われることはできません。こういうものは、すべて外的な臨時の変化であって、内的な変化は決してありません。キリスト教は、人間の力で救いを得ようとする宗教ではなく、神様が人間を救うために、人間のからだを着て、自ら訪ねてこられた福音です。イエス様が、苦しんで宗教をしている人に向かって、マタイの福音書11章28節に「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」招かれました。
救われれば、どのように変わるのでしょうか　罪と死の原理から解放されて、聖霊が永遠にともにおられる神様の子どもになります(ローマ8:2、14:16～17、5:24)。罪の奴隷から、義の奴隷に変わります(ローマ6:22)。罪過と罪で死んだ地獄の状態から、恵みで救われて、天国の状態に変わるようになります(エペソ2:5、ピリピ3:20)。悪霊の支配を受けた生活から、聖霊の導きを受ける生活に変わるようになります（ガラテヤ5:18）。だれも神様の子どもを滅ぼすことはできなくて、どんなこともキリスト・イエスの中にある神様の愛から離すことはできません(ローマ8:31～39)。だれでもイエス・キリストを信じて受け入れる時、すぐに神様の子どもの祝福を味わうようになるのです(ヨハネ1:12)。
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灯台
(Lighthouse)
しわくちゃになっても　
その価値は変わらないように
私たちの足りない姿が

神様の子どもの身分を変えることはできません
	現場のこだま　　RUTC放送局の記者の手紙
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多くのキャンプに参加したが、今回のキャンプはキャンプのタイトルから違っていた。全羅北道（チョルラブクド）ブアン地域の開拓教会を立てるための伝道キャンプで、全国の各地域別の総務の牧師先生など20名ほどと、全羅北道（チョルラブクド）地域の聖徒たち50人ほどが集まったキャンプ日程。現場に出て行く牧師先生と聖徒の手には、伝道のトラクトだけでなく、重職者の手紙＜深い泉＞があった。未信者に会っても、既存信徒に会っても、だれにでも渡せるのが＜深い泉＞だった。

ある牧師先生は、開拓教会キャンプをする1ケ月ほど前に、予備キャンプの時に会った学校の前の塾の塾長にもう一度、会った。その塾長は、既存信徒なのに、個人の事情でしばらく教会に通うのを休んでいると言っていた。塾生で忙しくて、多く話すことはできなかったが、その中で牧師先生が、この間渡した手紙(深い泉)を読みましたかと尋ねたら、塾長先生は、よく読んだと言われた。塾を出る前、もう一度祈りながら、塾長先生が目がしらを押さえるのを見た。その塾は、開拓教会キャンプを通して、ブアンインマヌエル教会の専門教会として立てられた。
他のチームについて、カトリックを信じる家を訪れた。おじいさんは、病気で横になっていたし、おばあさんはカトリック信者だと言った。福音を伝えて受け入れをして、伝道チームは重職者の手紙をおばあさんの手に握らせながら、その家を出た。重職者の手紙を毎週、私の生活と周辺で接していたが、このように伝道現場で活用されるのを見て、不思議に感じた。すべての伝道人の手に握られて、現場で渡される重職者の手紙、毎週、作られる＜深い泉＞に、もう一度、ありがたさを感じる。私の生活の中で、だれにとっても深い知らせである重職者の手紙が伝えられることを期待しつつ。
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伝道者の祈り

イエス・キリストを通して、私たちの運命を変えてくださった神様に感謝をささげます。今日も、キリストの証人として、伝道スケジュールの中で生きることができますように。どんな出会い、どんな問題、どんな環境の中でも与えられたみことばを握らせてくださり、祈りの課題を見出し、伝道の門が開かれる真の答えを味わうことができますように。イエス様が持っておられた現場のたましいに対する切なさを胸に抱いて、ステパノのように、神様の視線が留まるしかない伝道者の生き方になりますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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The Leader’s Time   2008年6月5日通巻第20号　 深い泉 　02
神様の視線が留まる

重職者
視線が留まった人、視線が離れた人　中国の周という国の呂尚（りょしょう）が渭水（いすい）で釣りをしていた時に、おりしもそこの来た文王に出会い、少しの間、対話をする中で、文王は彼が優れた戦略家で、学問が深く、徳がある人物であることが分かりました。この時、文王は「父王が遠からず立派な人物が現れて、その人の助けで富国強兵になるはずだと言ったが、この人がまさに父王が言っていた人だな」という事実を悟りました。それで、呂尚を連れて宮廷に帰り、自らの師として「太公望」すなわち、父王である太公が待ち望んでいた人物だという意味の称号を与え、召し抱えて尊敬したということです。この人が、まさに姜太公です。一方、夫のアイデンティティーを見ることができなかった彼の奥さんは、苦労がいやで、夫を捨てて離れてしまっていました。後日、夫が立派に出世したという知らせを聞いて訪ねてきて、もう一度一緒に暮らしてくださいと哀願したのですが、その夫人の前に、姜太公はうつわの水をこぼしながら「覆水盆に返らず」一度こぼした水は、また入れることができないという有名な逸話を残しました。
自分を知らないということほど、哀れなことはありません。ある時、おもしろい文章を見ました。世の中で最も愛する人を一字で言うと「私」、四文字で言うと「まさに私」、五文字で言うと「まさしく私」だという話です。そして、その文章は、このように結んでいました。「私たちは、神様に特別に選ばれた尊い者です」地域の暗やみをうち砕いて、混とんと空虚の中でさまようたましいを生かす重職者時代が開かれたのですが、重職者が自らのアイデンティティー(Identity)を知らなければ、どうなるでしょうか! これほど、くやしいことはないでしょう。

この時代に神様の視線が留まるのは、どこでしょうか。キリストの唯一性が宣言される現場、未来の主役である次世代を育てるRUTC(Remnant Unity Training Center)の現場、暗やみ経済を崩して光の経済で次世代の土台になるOMC(Oneness Mission Club)の現場、地域ごとに福音の光を照らして、現場を生かす重職者時代に集中しています。重職者は、ここに主役として召されました。それゆえ、私を切なく待っている私だけの黄金の畑を見つけて、その場に立っているのが最も美しい重職者(Church Lay Leaders)の姿なのです。
	毎日、毎日の答えの泉

9日（月）

癒し運動(マルコ3:13～15)

人生の霊的問題は、福音を反復して聞き続ければ、神様の計画が発見でき、聖霊充満の働きを通して癒しが起きます。
10日（火）

時代の見張り人 
(Ｉペテロ2:9、イザヤ62:6～12)
福音を体験すれば、地域と国を生かすことができます。神様は、私たちを福音を味わって証しする、祈り、伝道、癒しと回復の見張り人として召されました。

11日（水）

家庭福音化 (使徒16:31)
家庭福音化のために祈る時、神様の時刻表は必ず来るようになっています。私がまず、福音を味わっていれば、家族が分かるようになり、影響が伝わって、時刻表に従って、伝道の門が開くようになります。
12日（木）
この方がキリストなのか (ヨハネ7:25～36)

福音を持った人が一名だけいても、暗やみは崩れます。ですから、イエスがキリストであることと、神様の国、聖霊充満を体験して味わうことが重要です。
13日（金）

私たちを召された理由(マルコ3:13～15)

神様は、恵みで私たちを救ってくださり、インマヌエルと伝道の祝福を味わって、悪霊を追い出す権威を持つ伝道者として召されて、この世を生かす重要な働きをまかされました。
14日（土）

伝道の実は全てのものの回復です

 (使徒27:23～26)
伝道の隊列に立つ伝道弟子は、今日のみことば、祈り、伝道計画の中で、私を生かし、教会を生かし、国を生かす伝道の実の祝福を味わうべきです。

※週間のメッセージ
産業宣教

　練達した者(ローマ16：10)

伝 道 学

霊的問題の癒し(マルコ3：13～15)

核心訓練

　みことば成就の中にいる重職者 
(使8:1～8)

聖日１部　

神のわざがこの人に現れるためです
 (ヨハネ9:1～12)
聖日２部

神様の前にささげる価値のある人生
(ピリピ3:12-14)



今週の黙想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深い泉　03
生きるにしても

　死ぬにしても･･･
初代教会の当時、３つの市民権を持ってアテネ、アレクサンドリアとともに３代文化都市であった、キリキヤのタルソの出身で、当時最高の知識人であったパウロは、イエス・キリストに出会った後に、自分の持っていた成功と知識が、キリストの前ではちりあくたと同じだと告白しました。アグリッパ王の前でも、堂々としていたユダヤ人とパリサイ人、大祭司の前でも、当時最高の強大国であったローマのカイザル皇帝の前でも、イエス・キリストは最高の知識、最高の祝福、最高の答え、最高の報いだと告白して、堂々と殉教しました。「それは、私がどういうばあいにも恥じることなく、いつものように今も大胆に語って、生きるにしても、死ぬにしても、私の身によって、キリストのすばらしさが現わされることを求める私の切なる願いと望みにかなっているのです。私にとっては、生きることはキリスト、死ぬこともまた益です。」（ピリピ1:20～21）　　　　　　　

	名品の人生（Fine Article Life）
一番、残念な人生があります。すでに希望をなくして、あきらめて生きる人々、この人たちに人生の価値や節度はありません。すべてに否定的で、試みによくあう人々、出会い自体が恐れと負担になるしかないのです。祈りの答えを受けられない人々、間違った考えと他の人の話で歳月を送るしかありません。それで、自分がだれなのかを知らない人が、地球上で最もかわいそうな人です。トイレ掃除からグループ会長として成功して、米国シリコンバレーの小さい巨人と呼ばれるキム・テヨン会長は、人生とビジネスの成功の秘訣を語る中で「自分自身を名品化しなさい、息をする瞬間ごとを大切に思いなさい」と言いました。私はだれでしょうか。私のアイデンティティー、ここに私の人生がこめられています。
認められる人生　神様の願いを心に込めれば、神様の前に認められる者になって、本当に福音を胸に込めれば、人々に認められるようになって、暗やみの勢力に認められれば、霊的問題が離れるようになります。それで、イエスがキリストだという人生の解答を持った人は、３つのことだけすれば良いのです。まず、定刻の祈りをして世界福音化のビジョンを夢見る、幸せな時間を味わえば良いのです。そして、生活の現場で迫ってくる、いろいろ混乱することの前で神様がすでに準備しておかれた答えを探す、常時祈
	りを味わえば良いのです。この時、神様は礼拝を通して成就する正確なみことばをくださって、私たちの人生を導いていかれます。答えの中の答えは、みことばが成就することです。どこへ行こうが、だれに会おうが、神様がくださる今日のみことば、今日の祈り、今日の伝道を考えるだけでも、みことばは成就するようになっています。

価値がある人生　キリストの中にいれば、運命が変わります。苦しみと問題の中にいても、その中にはより良い神様の計画があります。それを握った人々が成功した信仰人です。キリストが私の人生の中でキリストになって、私の人生の主人になる時、私の人生、私の事業、私の仕事が、キリストの証人として立つようになって、どんなことも私を防止できなくなります。パウロは生きるにしても、死ぬにしても、私の身によって、キリストのすばらしさが現わされることを求めると言いました。

この時代に、私を生かされた神様の切なさ、RUTC、OMC、重職者時代の切なさ私の胸の中にどれくらい込められているでしょうか。

説教_柳光洙牧師、整理_チャ・ドンホ牧師



深い泉STORY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2008年6月5日通巻第20号 深い泉　04
どこにいるのですか

韓国は、今、重大な岐路に立っているようだ。新しい時代を約束する新しい大統領を望んで、新しい期待をしたが、国が進む状態が、ままにならないと見られている。

人間の基本的な生活は、衣食住に連結しているが、その中でも食べ物の問題が、国民の心に負担となって作用して、その反対の声が垣根を越えて通りにまであふれ、ろうそく追悼集会が進行される、心配なことが起きているためである。食べなければ良いことだと片付ければ、私たちの生活が足りなくなるし、まだ起きていないことに対してとても敏感だというのも、責任がないように思えるが、国民の健康が関係していることだから、賢い判断が要求される。
本来の人間に与えられたものは野菜だったが、ノアの箱舟の後、肉を食べることが現れた。結局、虹の下で、肉を食べる人間の姿は、最も祝福された場を離れた苦しみの姿だと言える。人間の必要を提供するために血を流す動物の姿は、自らの罪を考えよというメッセージが入っているのだ。人間が犯した原罪は、自分が間違ったということではなく、神様に対して犯したことだ。その罪は、神様が赦してくださってこそ、赦される。神様は、その罪の代価として、血を要求されているが、その血は、罪のない　　　　　　　

人間の血なのだ。地球上
のすべての人間は、
血を持っているが、
罪人だから、その血
は罪を赦されるのに
はふさわしくない。
地球を生きていく
人生の中で、ただ
ひとりイエスだけ
が、肉体を持って
いたが罪がない特
別な人だった。そ
の血だけが、人間
の罪のための代価
を払える条件を満たしている。この世に来られたイエスは、罪がないという証拠で、キリストの働きをされて、その最後は十字架で血を流すこと、すなわち死ぬことだった。もう人間は自ら血を流さなくても、罪が赦される道が開かれたのだ。十字架で血を流されたことは、人間の救いのためのキリストの働きであり、人間はその御名を呼ぶという単純な信仰で、この上もなく大きい救いの祝福を味わうようになった。
それで、歴史の中で、この驚くべき救いを無視する攻撃が、時をわきまえず試みられたが、勝利したことは一度もなかった。
ひょっとしてあるかも知れない狂牛病の心配によって、自分が不便を感じても道に出て反対の声を出すように、必ず訪ねてくる永遠な滅びの中で、完全な救いを成し遂げる祝福の知らせを、私たちは困難の中でも、喜んで表わそうとしているのだ。

光に向かえば人は明るさを見るようになるが、光に背を向けた人は自分の影を見るようになる。苦しみは、必ず経験しなければ分からないのではない。あらかじめ体験した者の経験が灯台になるのだ。食べ物のために苦しみの位置に立つのも簡単なことではないが、永遠のために簡単な選択をすることもできないことなので、この文章を持っている人が、どこにいるのかが、より一層、気になる。

文＿チョン・ヒョングク牧師

＊相談したい方はこちらに連絡してください
